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6広部
1997年

12:~ど
一きらめき大洲 21-

肱川の恵み⑪
せば

〔瀬張り漁〕
産卵期の落ちアユを狙う 『瀬張り漁』は、肱川水系に古くから伝わる漁法です。瀬張りは、長さ 1m前

後の割り竹を30~40cm間隔で川幅いっぱいに立て、その上流約 1 mの水中に並行してビニールのひもをはっ

た仕掛け。産卵のために下ってくるアユが、仕掛けに戸惑っているところに投げ網を打ち捕らえます。ア

ユは適当な風が吹けば一斉に下るという習性があるそうで、漁の愛好者たちは瀬張りのもとでアユの動き

をじっと見つめ、タイミンクよく網を放っていました。秋の風物詩となっている 『瀬張り漁』は、 12月下

旬まで続けられます。

今月号のみどころ
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0おまつり村・おおず浪漫祭は
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今月の納税は 1 I 
市民の動き

平成9年10月31日現在

固定資産税
人口 39，270人 ( +33) 

男 18，744人 ( +21) 

第 3期 女 20，526人 (+ 12) 

世帯数 14，052世帯 (+ 16) 

納期は12月25日です J I面積 240.99平方キルトル
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平
成
九
年
度
大
洲
市
民
運
動
会
が
、
十
月
十
日
徳
森
公
園
、グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
好
天

に
恵
ま
れ
た
と
の
日
は
、
市
内
十
四
地
区
か
ら
約
千
五
百
人
の
選
手
が
参
加
。
目
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
熱
戦
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。
総
合
優
勝
は
三
善
。
今
ま
で
好

成
績
を
納
め
な
が
ら
も
今

一
歩
の
と
こ
ろ
で
涙
を
呑
ん
で
い
た
三
善
が
つ
い
に
初
優
勝
、
準
優
勝
は
新

谷
、
第
三
位
は
、
柳
沢
が
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
十
位
か
ら
七
位
と
が
ん
ば
っ
た
平
が
努
力
貰

を
受
貰
し
、
優
秀
な
応
援
を
し
た
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
特
別
賞
は
、
八
多
喜
、
菅
田
、
上
須
戒
が
獲
得

し
ま
し
た
。

勝
因
は
チ
l
ム
の
団
結
f

今
年
の
市
民
運
動
会
は
、
三
善
が

悲
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

三
善
チ
l
ム
は
、一

昨
年
の
大
会

で
準
優
勝
し
、
今
度
こ
そ
は
と
臨
ん

だ
昨
年
の
大
会
で
は
振
る
わ
ず
六
位
。

心
機

一
転
、
無
欲
で
臨
ん
だ
今
年
、

つ
い
に
勝
利
の
女
神
が
ほ
ほ
え
み
ま

し
た
。
公
民
館
で
勝
因
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
『
チ
l
ム
が
ま
と
ま
り
、
練

習
に
ま
じ
め
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

そ
し
て
、
昨
年
の
六
位
が
教
訓
と
な

り
、
肩
の
力
を
抜
い
て
競
技
に
臨
め

た
こ
と
」
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
ま

し
た
。
三
善
チ
l
ム
で
は
、
今
回
の

参
加
選
手
が
昨
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の

種
目
の
責
任
者
を
中
心
に、

比
較
的

ス
ム
ー
ズ
に
決
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
限
ら
れ
た
期
間
で
行

っ
た
練

習
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
選
手
が
ま
じ

め
に
参
加
し
た
と
の
こ
と
。
ま
と
ま

り
の
よ
い
チ
l
ム
で
、
大
会
当
日
の
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平成 9年度市民運動会地区別得点集計表

l日
玉 寸f つ ;jf 手口 ナ メ リ f言

年歯男リ幸q 年歯耳リ幸リ
得 平成

)11員 フー 気 イ ユ〆 1>. 号 各
卜 な あ

ス コ、ノ 点 ノ、

入 Jレ キ ，、ノ 」

ゲ 年
レ ひ

し、 ホ ろ レ レ
dE3 b、 度

送
ヤ

賞位 あ ‘ノ fヂ 男 女 I~買
れ ス き し、 チ Jレ し ム 弓Z 弓乙 言十 位

善 10 61 14 11 10 12 81 14 14 71 13 119 優 勝 6 

2 新 ι'_'ョ、 71 12 61 12 14 10 14 71 10 91 12 113 準優勝

3 相』 沢 14 14 9 61 13 11 12 13 21 14 109 第 3位 4 

4 八多喜 11 13 61 13 11 14 9 41 12 4 1 1 98 特別賞 5 

5 菅 回 12 71 12 6 91 10 11 91 11 61 94 特別賞 3 

6 久 米 6 6 5 11 13 11 10 13 13 91 88 2 

7 平 91 11 9 2 9 81 13 5 31 10 51 84 努力賞 10 

8 喜 ~ ノ 13 51 13 14 4 4 4 6 4 51 10 82 9 

9 平 野 2 41 11 10 12 3 3 81 11 3 71 74 7 

10 上 須 戒 8 2 9 4 8 5 71 12 2 8 21 67 特別賞 8 

11 肱 南 31 9 8 2 2 6 61 14 11 63 11 

12 南久米 3 9 6 3 3 7 2 3 71 12 81 63 13 

13 大 JlI 41 10 6 7 7 5 9 5 41 59 14 I 

14 肱 北 5 8 6 g 5 6 2 8 6 31 59 

入
場
行
進
も
、
例
年
に
な
く
賑
や
か

な
も
の
と
な
り
、

日
頃
の

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
が
チ
l
ム
の
団
結
に
つ

な
が

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
関
係
者

は
語

っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
準
優
勝
は
新
谷
、
第
三
位

は
柳
沢
が
獲
得
、
相
変
わ
ら
ず
の
強

さ
を
見
せ
つ
け
ま
し
た
。
毎
年
、
好

成
績
を
納
め
る
こ
れ
ら
の
チ
l
ム
に

共
通
し
て

い
る
の
は
、

必
ず
上
位
が

望
め
る
種
目
を
も
っ
て
い
る
こ
と
。

三
善
は

「
つ
な
ひ
き
」
、
新
谷
は

「メ
ジ
シ
ン
ボ
l
ル
」
と
「
和
気
あ

い
あ
い
」
、

柳
沢
は
「
玉
入
れ
」
。
新

谷
に
至
っ
て
は
、
メ
ジ
シ
ン
ボ
l
ル

が
八
連
覇
、
和
気
あ
い
あ
い
が
六
連

覇
と
今
年
も
記
録
を
更
新
し
、

ま
さ

に
自
他
共
に
認
め
る
お
家
芸
と
な

っ

て
い
ま
す
。
練
習
が
も
の
を
い
う
こ

れ
ら
の
競
技
で
得
点
で
き
る
か
が
、

上
位
進
出
の
カ
ギ
。
来
年
は
、

こ
れ

ら
種
目
の
連
覇
を
阻
止
す
る
チ
l
ム

が
現
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
今
年
も
市
民
運
動
会
で
は

様
々
な
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。一

生
懸
命
に
競
技
す
る
選
手

達
。
負
け
ず
劣
ら
ず
が
ん
ば

っ
た
応

援
団
。
ほ
ん
の

一
部
で
す
が
、
カ
メ

ラ
ス
ケ

ッ
チ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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司
そ
り
ゃ
f
見
事
ど
真
ん
中

‘ 11慎
今位
大決
会定
最戦
高で
のは
ず1 .~喜

二長田

四T
個 l

ムを
ガ入

れ
ま
し
た司自- ーー

企本大会では、手話通訳ガ行われました&選手宣誓は、大川チームの
河内さんと朝日さん

&十分、身体をほぐしてケガのないように

企若いもんには負
けられん

4 
見

リた
ム目
こほ
ろど
ガや
しさ

/ し
4 く

な
い
の
が

砂
土
け
む
り
を
あ
げ
て
の
白 ーミー
熱
戦 ー二了 喧企音量由主 ゐ

優秀な応援をした上須戒(左)、八多喜(中2)、菅田 (右)に特別賞か.贈られました
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仮
装
行
列
大
会

12月号広報ああず '97

十

一
月
二
日
、
大
洲
ま
つ
り
の

一
環

と
し
て
仮
装
行
列
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洲
商
工
会
議
所
が
創
立

五
十
周
年
事
業
で
行
っ
た
も
の
で
、

大
名
行
列
を
先
頭
に
、

中
江
藤
樹
や

三
瀬
諸
淵
、
盤
珪
禅
師
な
ど
大
洲
の

先
覚
・
偉
人
た
ち
が
勢
揃
い
、
ま
た
、

お
は
な
は
ん
や
東
京
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

の
出
演
者
に
扮
し
た
美
男
美
女
も
?

ユ
ニ

ー
ク
な
仮
装
で
、
道
行
く
人
を

釘

く
ぎ
づ
け
に
し
ま
し
た
。

風威企企おはなはんと健太郎

( 

おまつり村・おおず浪漫祭

今年も大盛況グ
11月3日、大洲まつりの一環として今年も肱川|

緑地公園と肱南地区で、おまつり村とおおす浪

漫祭が聞かれました。晴天に恵まれ、大勢の人で

にぎわいました。

企大洲の偉人は気さくな方ば力、り
ーし

」J

引

t
ベ

川

J

-
力
K
E
 の

スー
フ
乱

ラ
担

京
刊

東

3
企

.A.子どもたちのかわいいエアロビクス.A.にぎわうおまつり村

4 

.A.元気いっぱい/大洲ばやし

企人間猿まわし、 今年も笑わせてくれました 企不思議な手昂も大好評

企狙いを定めて、パアーン/

す

企工イツ/だるま落としは下からだよ

企赤煉瓦館の中には昔なつかしいおもちゃや駄菓子か.



お
お
ず
赤
煉
瓦
館
は
、
明
治
三
十
四
年
十
二
月
、
大
洲
商
業
銀
行
と

し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
後
期
の
煉
瓦
造
銀
行
建
築
と
し
て
は

、

県
内
で
も
め
ず
ら
し
い
も
の
で
、
南
予
地
方
で
は
唯
一
の
も
の
で
す
。

大
洲
市
で
は
、
こ
の
貴
重
な
建
物
を
再
整
備
し
、
平
成
三
年
五
月
お
お

ず
赤
煉
瓦
館
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
は
、
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
役

割
を
持
つ
憩
い
の
場
と
し
て
市
民
を
は
じ
め
、
各
地
か
ら
訪
れ
る
観
光

客
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

大洲市ではこのほど、おおす赤煉瓦館のPR用

ポスターを製作しました。製作を内子座の版画ポ

スターで知られる山田清田氏に依頼。赤煉瓦館の

アーチ形の中庭出入り口に人力車を配した独特の

構図が、赤煉瓦館の趣を伝えています。

このポスターは、 同館だけでの販売、

一枚千五百円。

リニュ
l
アル
f

物
産
コ
ー
ナ
ー

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
は
、
十

一
月
よ

り
、
本
館
一
階
に
物
産
コ

ー
ナ
ー
を

一
整
備
・
充
実
し
、
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
オ
l

ナ

プ
ン
し
ま
し
た
。

コ

物
産
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
地
元
物
産

擢

協
会
会
員
を
中
心
と
し
て
、
和
菓
子

制
や
農
産
物
加
工
品
な
ど
の
特
産
物
を

多
数
販
売
し
て
い
ま
す
。

多

彩

な

催

し

物

別
館
二
階
は
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
と

し
て
利
用
し
て
お
り
、
絵
画
展
を
は

じ
め
と
し
た
様
々
な
企
画
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。
な
お
、
各
月
の
催
し
物
に
つ
い

て
は
、
広
報
お
お
ず
に
掲
載
の
「
お

お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
と
き

本
館
二
階
で
は
、
喫
茶
コ

ー
ナ
ー

を
営
業
し
て
い
ま
す
。
催
し
物
を
楽

し
ん
だ
後
や
お
近
く
に
お
越
し
の
際

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館宮

@
1
2
8
1

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
受
賞

十
月
二
十
日
に
「
統
計
の
日
」
記
二
宮
豊
林
さ
ん
(
上
須
戒
)
が
永
年
協

念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
農
林
水
産
大
力
者

〈農
業
経
営
統
計
調
査
農
家
〉

臣
感
謝
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
を
受

こ
の
伝
達
式
に
お
い
て
、
久
保
田
賞
し
ま
し
た
。

土
口
書
さ
ん
(
喜
多
山
)
が
特
別
協
力
こ
の
方
た
ち
は
、
農
業
経
営
統
計

者

〈普
通
作
物
収
穫
量
調
査
農
家
〉

に
お
い
て
、
毎
日
の
現
金
収
入
、
現

と
し
て
、
ま
た
大
森
康
敬
さ
ん
(
喜
物
の
受
払
い
及
び
消
費
、
農
作
業
の

多
山
)
、
梶
谷
達
男
さ
ん
(
上
須
戒
)
、
労
働
時
間
、
農
畜
産
物
・
繭
生
産
等

の
た
め
に
投
下
し
た
物
量
と
価
格
等

に
つ
い
て
詳
細
に
記
帳
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
こ
の
結
果
は
農
畜
産
物

価
格
の
安
定
、
農
業
経
営
の
改
善
、

農
村
消
費
水
準
等
の
測
定
な
ど
、
農

業
施
策
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
し
て

広
く
活
用
さ
れ
て
お
り
、
農
林
水
産

統
計
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト
・
mお
お
す
開
催

み
ん
な
一
緒
に
生
き
る
・
心
あ
っ
た
か
コ
ン
サ
ー
ト

障
害
を
も
っ
人
た
ち
と
健
常
者
と
ま
せ
ん
か
。

が
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
じ
て
ふ
れ
あ
い
、
{
日

時

}

「共
に
生
き
て
い
く
社
会
」
を

創

ろ

平

成

九

年

十

二
月
二
十
三
日
(
祝
)

う
と
、
十
二
月
二
十
三
日

に

ふ

れ

あ

午

後

一

時

三
十
分
i
午
後
四
時

い
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

{場

所

}

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
障
害
を

大

洲

市

民

会

館

大

ホ

l

ル

も
つ
人
た
ち
が
、
生
き
る
強
さ
・
命
{
チ
ケ
ッ
ト
】

の
尊
さ
な
ど
を
書
き
綴
っ
た
「
心
の
一
枚
千
円

詩
」
を
メ
ロ
デ
ィ
に
の
せ
て
発
表
す
〈
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
窓
口
〉

る
と
と
も
に
、
市
内
の
小
・
中
学
校
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
各

の
児
童
生
徒
や
先
生
、
ま
た
各
種
ボ
小
中
学
校
・
各
公
民
館
・
わ
た

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
ぼ
う
し
実
行
委
員
会
事
務
局

合
唱
や
手
話
コ

ー
ラ
ス
な
ど
が
行
わ
※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
わ
た
ぼ
う
し

れ
ま
す
。

実
行
委
員
会
事
務
局

あ
な
た
も
、
共
に
感
じ
合
っ
て
み
宮
@
5
7
1
7
田
中
ま
で
。
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広報ああず '97 12月号

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動
は

十
二
月
二
十
一
日
か
ら
一
月
十
日
ま
で

年
末
年
始
は
人
や
車
の
往
来
が
激
し
く
な
り
、
交
通

事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
明
る
い
年
始
を
迎
え
、

事
故
の
な
い
一
年
に
す
る
た
め
に
も
、
年
末
を
無
事
故

で
過
ご
し
ま
し
ょ
う。

運
動
の
重
点
項
目

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

-
夜
間
、
早
朝
の
外
出
は
、
懐
中
電

灯
や
反
射
材
、
反
射
タ
ス
キ
な
ど
を

活
用
し
て
、
歩
行
し
て
い
る
存
在
を

運
転
者
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

・
運
転
者
は
高
齢
者
の
行
動
を
察
し

て
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

②
シ

l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
徹
底

-シ
l
ト
ベ
ル
ト
は
習
慣
で
す
。
正

し
く
確
実
に
締
め
ま
し
ょ
う
。

・シ
l
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
。
着
用
は

交
通
安
全
の
表
れ
、
死
亡
事
故
や
け

が
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

③
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
追
放

-
忘
年
会
、
新
年
会
、
飲
酒
の
場
所

へ
車
に
乗
っ
て
行
か
な
い
。

・
少
し
の
酒
で
も
、
絶
対
に
ハ
ン
ド

ル
を
に
ぎ
ら
な
い
。

・
必
ず
き
ま
す
賠
償
責
任
、
免
許
取

り
消
し
、
信
用
失
墜
の
ツ
ケ
が
。

道
路
交
通
法
が
一
部

改
正
さ
れ
ま
し
た

十
月
三
十
日
か
ら
道
路
交
通
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
高
齢
運
転
者
の

保
護
に
関
す
る
規
定
が
次
の
と
お
り

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
高
齢
運
転
者
標
識
の
標
示
}

大
型
又
は
普
通
免
許
を
受
け
て
い

る
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
老

齢
に
伴
う
身
体
機
能
の
低
下
に
よ
り
、

運
転
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

る
と
き
は
、
普
通
自
動
車
の
前
面
及
。

ぴ
後
面
に
、
制
令
で
定
め
る
様
式
の

標
識
(
高
齢
運
転
者
標
識
)
を
付
け

て
運
転
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

高齢運転者療議
{幅
寄
せ
等
の
禁
止
}

初
心
運
転
者
等
の
保
護
規
定
と
同

様
に
、
自
動
車
の
運
転
者
は
、
七
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
運
転
す
る
高

齢
運
転
者
標
識
を
付
け
た
自
動
車
に

対
し
、
危
険
防
止
の
た
め
や
む
を
得

な
い
場
合
を
除
き
、
幅
寄
せ
等
を
し

て
は
な
ら
な
い

。
(
反
則
金
:
・
大
型

七
千
円
、
普
通
・
自
二
輪
六
千
円
、

違
反
点
数

一
点
)

新

戚

人

の

皆
さ
ん
ヘ

6 

成
人
式
の
ご
案
内

大
洲
市
で
は
、
成
人
式
を
迎
え
ら

れ
る
皆
さ
ん
の
輝
か
し
い
未
来
を
祝

福
し
、
一
月
十
五
日
に
記
念
の
式
典

を
開
催
し
ま
す
。

大
洲
市
に
住
所
を
有
す
る
新
成
人

対
象
者
に
は
、
十

一
月
二
十
日
現
在

の
住
民
基
本
台
帳
を
も
と
に
、
十
一

月
下
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

も
し
、
も
れ
て
い
る
人
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
転
出
し
て
い
る
人
で
参

加
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
育

委
員
会
又
は
最
寄
り
の
公
民
館
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

{
開
催
日
時
}

平
成
十
年

一
月
十
五
日
(
成
人
の

日
)
午
後

一
時
か
ら

{開
催
場
所
】

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

{
対
象
者
}

昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
三
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
大
洲
市
に
住
民
票
が
あ
る

人
、
ま
た
は
転
出
者
の
う
ち
大
洲
市

に
家
族
が
在
住
し
て
お
り
、
参
加
を

希
望
す
る
人

{問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

体
育
課
宮
0
8
9
3
@
2
1
1
1

(内
線
5
5
3
)

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
な
い
で
す
か

国
民
年
金
制
度
は
、
私
た
ち
が
納

め
る
保
険
料
が
今
の
お
年
寄
り
の
生

活
を
支
え
、
私
た
ち
が
年
老
い
た
と

き
に
は
、
次
の
世
代
の
人
た
ち
が
納

め
る
保
険
料
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
る

国
民
全
体
の
支
え
合
い
の
制
度
で
す
。

第
一
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
、
毎
月
き
ち
ん
と

保
険
料
を
納
め
て
い
ま
す
か
。
も
し

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
る

老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く
な

っ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
万

一
の
事
故
や

病
気
な
ど
で
、
障
害
者
に
な

っ
て
し

ま
っ
た
と
き
に
支
払
わ
れ
る
障
害
基

礎
年
金
や
不
幸
に
も
亡
く
な
ら
れ
た

と
き
に
支
払
わ
れ
る
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
毎
月
納
め
る
の
が
原

則
で
す
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
納
め

ず
に
放

っ
て
お
く
と
、
納
付
期
限
か

ら
二
年
を
過
ぎ
た
場
合
、
納
め
た
く

て
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
そ
の
結
果
、
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
寂
し
い
老

後
を
過
ご
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。あ

な
た
と
あ
な
た
の
家
族
に
と
っ

て
大
切
な
保
険
料
納
付
で
す
。
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
課
国
民

年
金
係
官
@
2
1
1
1

(
内
線
1
1
1
)
ま
で
。
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年末年始の

スケジュール

大
洲
市
役
所
で
は
、
年
末
年
始
の

業
務
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

年
末
は
、
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の

で
、
ご
用
の
あ
る
方
は
、
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す。

市

役

所

本

庁

宮
⑮

2
1
1
1

ロ
月
幻
日
出

休
み
ま
す

1
月
4
日
伯

課

次
の
日
時
に
つ
い
て
は
、
印
鑑
証

明
の
発
行
事
務
の
み
を
行
い
ま
す
。

ロ
月

m日
開

8
時
却
分
か
ら

日
時
初
分
ま
で

※
連
絡
所
に
お
け
る
住
民
票
等
の
発

行
事
務
は
、
ロ
月
初
日
凶
固
ま
で
。
1

月
5
日
か
ら
は
通
常
の
発
行
事
務
を

行
い
ま
す
。

市

民

※
閉
庁
期
間
中
の
出
生
・
死
亡
等
の

届
出
は
、
本
庁
の
宿
日
直
者
が
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。

※
急
用
の
場
合
は
宿
日
直
者
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
(
た
だ
し
、
ご
用
件

の
内
容
に
よ

っ
て
は
宿
日
直
者
が
対

応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
)

市

立

大

洲

病

院

宮

@
2
1
5
1

1 12 12 12 12 12 
月 月月月月月
4 ~ 31 30 29 28 27 
日 日 日 日 日 日
(日)休)ωω)(日)出

休
診
し
ま
す

救
急
患
者
の
み
診

療
し
ま
す

休
診
し
ま
す

ゴ
ミ
収
集

・
し
原
〈
み
取
り

{燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
}

ロ
月
白
日

ωま
で
収
集
し
ま
す

1
月
1
日
嗣

}

~

↑

休
み
ま
す

1
月

4
日
旧

」

1
月
5
日
間
よ
り
収
集
し
ま
す

【
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
}

ロ
月
幻
日
出

-

~

?

休
み
ま
す

1
月
4
日
但

」

※
休
み
の
聞
は
、
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

【し
尿
の
く
み
取
り
}

ロ
月
お
日
間

}

1
月
4
日
佃

}

休
み
ま
す

※
年
末
は
と
て
も
混
雑
し
ま
す
の
で
、

お
申
し
込
み
は
、
ロ
月
刊
日
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。
ロ
月
刊
日
を
過
ぎ

ま
す
と
、
年
内
に
く
み
取
り
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
お
申
し
込
み
は
、
大
洲
市
汲
取
り

受
付
セ
ン
タ
ー
宮

@
1
0
1
0ま
で
。

環
境
セ
ン
タ
ー
(ゴ
ミ
焼
却
場
)

宮

@
1
6
1
5

{燃
え
る
ゴ
ミ
を
直
接
搬
入
さ
れ
る

場
合
}

ロ
月
初
日

ωま
で
平
常
ど
お
り

(
8
時
叩
分
か
ら
四
時
ま
で
)

ロ
月
白
日
闘
は

8
時
初
分
か
ら

ロ
時
ま
で

1 1 
月月
4 ~ 1 
日日
(日) (柑

搬
入
を
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん

不

燃

物

埋

立

地

宮

@
7
0
5
3

1 1 
月月
3 ~ 1 
日日
出 (木)

休
み
ま
す

図

書

館

宮
⑮
4
4
1
9

博

物

館

宮

@
4
1
0
7

ロ
月
初
日
幽

}

1
月
5
日
伺

}

休
み
ま
す

周中
器
周中
治
@
然
然
予
防

火
の
取
扱
い
は
大
丈
夫
で
す
か
?

年
末
年
始
は
何
か
と
忙
し
く
、
火
の
取
扱
い
が
お
ろ
そ
か
に
な

り
が
ち
で
、
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

火
災
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
油
断
か
ら
発
生
し
、
貴
重
な
財
産
や

尊
い
生
命
が
一
瞬
の
う
ち
に
失
わ
れ
ま
す
。

火
災
の
な
い
明
る
い
年
末
年
始
を
迎
え
る
た
め
に
も
、
次
の
こ

と
に
十
分
注
意
し
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

{た
き
火
}

-
風
の
強
い
と
き
、
空
気
が
乾
い

て
い
る
と
き
は
し
な
い

-
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
が

な
い
場
所
を
選
ぶ

・
一
度
に
た
く
さ
ん
燃
や
さ
な
い

.
た
き
火
を
し
て
い
る
場
所
を
離

れ
な
い

・
水
な
ど
を
準
備
し
て
、
消
火
を

完
全
に
す
る

放

火

-
家
の
ま
わ
り
の
燃
え
や
す
い
も

の
は
片
付
け
て
お
く

-
物
置
き
、
空
家
な
ど
夜
間
無
人

と
な
る
建
物
に
は
か
ぎ
を
か
け

る
【石
油
ス
ト
ー
ブ
}

ち 火 いやふ
運を すす
び付 いま
はけ物
した のカ
な ま近 l
いま くテ
のでン
給使な
油 用ど
や し 燃
持 なえ

いガ
ソ
リ
ン
と
灯
油
を
間
違
え

な

{た
ば
こ
}

-
寝
た
ば
こ
は
し
な
い

.
吸
い
が
ら
の
投
げ
捨
て
を
し
な

・ν
・
灰
皿
の
あ
る
所
で
吸
う

他
に
も
、
子
ど
も
の
火
遊
び
に
注

意
し
た
り
、
出
掛
け
る
前
、
寝
る
前

に
は
も
う

一
度
火
の
元
を
確
認
す
る

こ
と
な
ど
が
大
切
で
す
。

火
災
予
防
は
火
の
用
心
が

一
番

火
事
を
防
ぐ
の
は
あ
な
た
自
身
で
す
。

〈
大
洲
消
防
署
〉

7 
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第

大
洲
の
文
化
・
大
洲
の
こ
と
ろ

「
大
洲
城
の
復
元
を
」

猪
川
伸

一
郎
さ
ん
(
東
大
洲
)

肱
川
の
ゆ

っ
た
り
と
し
た
流
れ
の

中
で
生
き
て
き
た
大
洲
。
川
を
境
に

地
方
拠
点
都
市
事
業
や
、
高
速
道
路

建
設
な
ど
で
、
日
々
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
行
く
肱
北
と
、
古
き
良
き

大
洲
の
名
残
り
が
、
ず
い
し
ょ
に
見

ら
れ
る
肱
南
と
い
う
、
ま

っ
た
く
異

質
の
顔
を
持
つ
大
洲
。
私
は
、
そ
ん

な
大
洲
が
大
好
き
で
す
。
最
近
テ
レ

ビ
の
天
気
予
報
の
パ

ッ
ク
と
か
、
朝

の
N
H
K
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
、
た

び
た
び
大
洲
の
美
し
い
四
季
折
々
の

風
景
が
映
し
出
さ
れ
、
ま
る
で
水
墨

画
の
よ
う
な
風
情
、
情
緒
が
あ
り
、

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
人
が
、
行

っ
て

見
た
い
な
と
思
わ
せ
る
魅
力
の
あ
る

町
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
大
洲
城
天
守
閣
復

号

大
洲
市
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
十
六
年

(二

O
O
四
)
を
目
指
し
て
、
大
洲
城
本
丸
跡
に
、
天
守
閣
と
、

現
存
す
る
台
所
・
高
欄
両
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
対
し
て
の
ご
意
見
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち

づ
く
り
対
策
係
宮
@
2
1
1
1
(
内
線
2
2
2
)

16 

元
の
話
が
持
ち
上
が

っ
て
き
ま
し
た
。

と
言
っ

て
も
前
か
ら
、
よ
く
耳
に
し

て
い
た
事
で
、
つ
い
数
年
前
も
、
建

築
基
準
法
の
関
係
で
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
の
復
元
が
決
定
さ
れ
か
か

っ
て

い
た
と
き
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
城
な

ん
で
い
ら
な
い
と
猛
反
対
し
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
と

き
も
い
つ
も
の
よ
う
に
将
来
の
夢
と

し
て
終
り
ま
し
た
。

し
か
し
今
回
は
、
市
制
施
行
五
十

周
年
を
目
指
し
て
復
元
し
た
い
、
そ

れ
も
木
造
で
と
い
う
こ
と
で
、
非
常

に
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
一
口
に
大
洲
城
復
元
と
い
っ

て
も
、
莫
大
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

大
洲
の
現
状
を
見
ま
す
と
、
公
共
下

水
道
に
代
表
さ
れ
る
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
遅
れ
は
だ
れ
も
が
認
め
る
と
こ

ろ
だ
ろ
う
し
、
天
守
閣
よ
り
も
、
そ
っ

ち
が
優
先
さ
れ
る
の
は
当
然
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
市
民
の
皆
さ
ん
に

寄
付
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

っ
た

の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
市
民

の
反
応
は
、
非
常
に
鈍
く
感
じ
ら
れ

ま
す
。
「
な
い
よ
り
は
あ

っ
た
方
が

い
い
が
そ
ん
な
大
金
を
か
け
て
ま
で

は
:
:
:
」
と
い
う
消
極
的
な
意
見
や

「天
守
閣
な
ん
で
い
ら
な
い
」
と
言
っ

た
極
論
も
あ
る
中
で
、
全
市
民
を
あ

げ
て
の
、
議
論
、
討
論
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し
て
、
全
市
民

の
協
力
の
結
果
、
天
守
閣
復
元
が
実

現
し
た
と
き
に
は
、
ま
ち
が
い
な
く

市
民
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
大
洲

城
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
復
元
の
主
目
的
が
、
観
光
で
は

な
い
に
し
ろ
、
大
洲
の
顔
と
し
て
、

観
光
の
目
玉
に
な
る
こ
と
も
ま
ち
が

い
の
な
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
と
も
、
天
守
閣
復
元
と
い

う
大
事
業
を
、
市
民
み
ん
な
の
力
で

完
成
さ
せ
、

二
十

一
世
紀
を
担
う
、

大
洲
の
子
供
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

よ
う
で
は
、
あ
り
ま
せ
ん
か
。

大
洲
の
文
化
と
し
て

大
洲
の
こ
こ
ろ
と
し
て

』

F
木
造
に
よ
る
復
元
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
大
洲
城
天
守
閣
(
中
央
)

と
台
所
櫓
(
左
)
高
欄
櫓
(
右
)

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

じ
ん
け
ん
き
ょ
う
い
く
こ
く
れ
ん
ね
ん

人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年

ア
イ
ヌ
の
人
々
と
人
権

こ
く
な
い
こ
う
ど
う
け
い
か
く
じ
?
っ
ょ
う
か
だ
い

圏
内
行
動
計
画
の
重
要
課
題
と
し

て
ア
イ
ヌ
の
以
々
の
人
権
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
み
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

た
い
と
り
く
み

吠
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
判
庁
る
取
組
に

当
た
っ
て
加
十
国
民

一
般
ザ
グ
イ
ヌ

の
人
肘
初
鼠
湾
悼
ん
っ
て
の
歴
史
、
吠

批
、
指
揃
及
川
山
現
状
に
ヨ
い
て
の
理

協
な
認
識
を
深
め
、

"砕い
mw人
権
を
尊

重
し
伏
レ
く
こ
凶
作
が
重
要
で
崎
町げ、

そ
の
観
点
か
ら
特
に
以
下
の
施
策
に

取
り
組
む
と
あ
り

たいさく

①
平
成
玖
汗
岨
月
mw
h初
汐
初
制
味

料
治
主

ι資
す
る
有
識
者
懇
談
会
」

報
告
書
の
潤
滑
社
尊
重
し
て

「
ア
イ

ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に
ア
イ
ヌ
の
伝

搬
等
に
関
す
%
蜘
識
の
措
及
及
び
啓

発
に
関
す
る
法
稗
」
に
涯
が
き
、
ア

イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
の
源
泉
で
あ
る

ア
イ
ヌ
の
伝
統
及
び
ア
イ
ヌ
文
化
が

置
か
れ
て
い
る
状
況
等
に
鑑
み
、
ア

イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に
ア
イ
ヌ
の

伝
統
等
に
関
す
る
国
民
に
対
す
る
知

識
の
普
汲
汲
ぴ
啓
発
を
図
る
た
め
の

泊
謙
詩
推
漣
す
る
こ
と
に
つ
い
て

②
学
校
教
育
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
吠
肘

初
人
権
に
つ
い

r
m教
育
は
、
基
本

的
人
権
尊
重
の
観
点
r
r
d「

PK
激
靖

推
進
の
た
め
の
教
員
の
研
修
の
充
実

に
わ
レ
げい

きかん

③
名
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
ア
イ

ヌ
語
や
ア
イ
ヌ
文
化
に
関
す
る
教
育

8 
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人
権
と
同
和
教
育

研
究
に
つ
い
て
の
取
組
に
配
慮
す
る

こ
仕
水
炉
い
て

④
生
活
佑
促
お
恥
じ汽
ア
イ
ヌ
の
玖

初
生
活
の
改
善
向
上
、
啓
発
等
の
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て

しん

問
ァ
引
か
の
川川
崎
に
対
す
る
人
権
侵

害
の
発
生
を
防
件
付
る
決
始
、
臥
権

尊
重
の
意
識
の
普
及
、
高
揚
先
週
る

た
め
の
啓
発
活
動
を
涜
渓いい
縮
化
す

る
と
と
も
に
、
人
権
相
談
体
制
を
充

実
さ
せ
る
と
こ
と
に
つ
い
て
取
り
上

げ
て
い
ま
す
。

ア
イ
ヌ
助
以
h
w
は、

せグバつ
恨
んモ
シ

リ
こ(件

の
れ北
海
道
)
の
先
住
民
と
し

て
調
講
の
歴
史
と
伝
統
・
文
化
を
も
っ

て
平
和
に
漂
白
札
いぷ
い
ま
し
た
いいたく

時
川和
が
明
治
政
晴
切
北
鴻
道
開
拓

的
政
策
に
よ
り
、
社
抽
は
奪
わ
れ
一よ

狩
灼
持
は
氾
め
、
毎
日
の
生
活
も
強

い
制
約
を
頃
的
、
人
権
を
侵
害
さ
れ

た
生
活
を
余
儀
な
パ
ヰ
仇
ま
し
伏いつ

比わ
拝
「一」
羽
の
みh

「「
弧
諮
ザ一仏
漣
殿

町

W
事
喋
認
定
立
抹
噴
扱
地
の
強
制
収

用
校
認
め
た
行
政
手
続
き
」
は
違
法

の
判
決
と
五
月
に

「
ア
イ
ヌ
文
化
の

振
興
並
び
に
ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関

す
る
知
識
の
普
及
及
ぴ
啓
発
に
関
す

る
結
弊
」

(
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
}

が
成
立
し
、
ア
イ
ヌ
民
族
と
し
て
認

め
お
れ
、
民
族
と
し
て
の
誇
約
を
取

り
戻
し
ま
し
た
。
私
た
ち
も
遠
い
と

こ
ろ
の
こ
と
で
な
く
、
共
に
生
き
る

社
会
の

一
員
と
し
て
、
ア
イ
ヌ
の
人
々

の
人
権
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
共
に

考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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広報ああず '97 12月号

Jr大淵商工会議所創立50周年記念大会

10月18日(土)砂

愛媛県青年大会で総合

3位の好成績を宝収めだ大

洲市連合青年因。ごの目、

優秀ち成績であつだ競技

や展示の代表者l己表彰状

の伝達11行われまレだ。

陸上女子 800mで優勝し

だ谷岡妙さんId=、国立競

技場で行われ3第46回全

国青年大会!こ出場レます。

10月6日(月)惨
文部省の委嘱事業 r7ヲ?地域

青少年教育施設指導者セミナー」

l之招11'れだ?ヲ75ヶ固め指導者

行11、桝田市長を表敬訪閉じま

レだ。

<1110月9日同
県廃家電品適正処理協力協議会

11'ら、不用l之怒った家庭用冷蔵庫

のつ口ン11スき抜き取3車両搭載

型回収機庁、大洲市!こ寄贈されま

じだ。市でld、家電販売庖き週 1
回程度巡回レで、フロンき回収。

地球環境改善12役立でます。

‘10月30日同
道路交通法の一部改正!こ合わせ

大洲警察署で、75歳以上の高齢者

ドライパーさ対象l之高齢運転者マ

一つの贈呈げ行われまレ足。マ一

つを受け取ったお年寄りだちId交

通事故防止に努めようと誓い合っ

てい歩レだ。

10月31日陰:)to

大洲の秋の恒例行事“藤樹まつ

り"ld 9月10日の大洲高校藤樹祭

で開催レ、市内各所で様々主主行

事h"催されでいます。この日Id城
山公園で記念式典11行われまじた。

• 

‘4....10月3日(剣
大洲商工会議所の創立50周年記念式典11、市民

会館で行われまじだ。誕生11'~う半世紀の節目き祝
つで行われたこの式典!こld関係者約 450人11出席。

村上会頭11r大きち未来と明3い地域づくりを目

指じ、信念きちって活動す3商工会議所でありだ

い」と決意さ述べまじだ。まだ、式典でld運営功

労者、永年勤続役員議員、永年勤続職員ちどの表

彰11行われまレだ。同会議所ld、昭和22年 5月30
日I之創立され、現在の会員ld1，136事業所でです。

‘10月21日制 / 
心の教育をめざそうと 1 

国立大洲青年の家で、桝

田市長室囲み座談会11開
催されましだ。市内の幼

稚園、小中高校の若手教

諭ら15名h'(参加、これtt
Lうの教育!ごついで意見交

換をレまじだ。



12月号広報ああず '97

市
立
幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す

平
成
十
年
度
の
大
洲
市
立
幼
稚
園
の

園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

{
入
園
の
資
格
】

①
大
洲
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

②
満
四
歳
児
及
び
満
五
歳
児

-
満
四
歳
児
平
成
五
年
四
月
二
日
i

平
成
六
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
人

・
満
五
歳
児
平
成
四
年
四
月
二
日
j

平
成
五
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
人

【
募
集
人
員
】

-
大
洲
幼
稚
園

四
歳

三
十
五
人

.
喜
多
幼
稚
園

四
歳
七
十
人

五
歳
七
十
人

五
歳
百
五
人

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

十
月
二
十
七
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一
封

神

奈

川

県

八

木

康

=
一

(
指
定
配
分
)

金

一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

喜
多

山

山

本

和

昭

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

桝

上

晃

金

一
封
(
寄
付
金
を
肱
南
地
区
社
協

へ

)

大

洲

工

藤

登

喜

子

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
上
須

戒
老
人
会
・
市
社
協
へ
)

上

須

戒

長

田

靖
彬

-
久
米
及
び
平
野
幼
稚
園

四

歳

・

五

歳

各
=
一
十
五
人

※
五
歳
児
の
募
集
人
員
は
現
在
の
在
園

児
を
含
ん
だ
人
数
で
す

【
入
園
手
続
】

入
園
願
書
を
平
成
九
年
十
二
月
十
五

日
間
j
十
一
一月
二
十
五
日
同
ま
で
の
聞

に
各
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
国
願
書
は
、
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す

0

・
大
洲
幼
稚
園
含

@
3
5
6
5

-
喜
多
幼
稚
園
含

@
2
2
6
6

・
久
米
幼
稚
園

8
@
2
7
9
6

・
平
野
幼
稚
園
含

@
2
8
8
9

「平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら

十
月
二
十
七
日
ま
で
」

累

計

額

四

九

O
万
八
、
八
六
九
円

内
指
定
配
分

三
二

一
万
五
、
二
六
九
円

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

大
洲
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
と
大

洲
市
生
活
文
化
女
性
塾
の
共
催
に
よ
り
、

男
女
共
同
参
両
社
会
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
講
師
に
青
野

輝
子
さ
ん
(
個
人
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
ブ

の
組
合
を
設
立
し
、
全
国
で
唯

一
の
女

性
会
長
)
を
迎
え
、
「
輝
い
て
生
き
る
タ

ク
シ
ー
お
ば
さ
ん
の
が
む
し
ゃ
ら
人
生
」

と
題
し
た
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

自
ら
の
実
体
験
を
ふ
ま
え
て
「
仕
事

に
男
も
女
も
な
い
』

『生
ま
れ
つ
き
ネ
ア

カ
人
問
、
つ
ら
い
こ
と
は
み
ん
な
忘
れ

て
も
う
た
』
と
語
る
さ
わ
や
か
オ
パ
サ

ン
の
人
生
応
援
歌
。
あ
な
た
も
聴
講
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
平
成
九
年
十
二
月
十

一
日
嗣

十
三
時
j
十
四
時
三
十
分

【
場
所
】
大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ

l
ル

【
聴
講
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】
福
祉
事
務
所

女
性
係
宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
8
1
)

1 0月末までの

大洲市内の交通事故

10月末現在 昨年同期

件数 236 206 

負傷者 325 250 

死者 2 3 

図書館

十
二
月
新
刊
案
内

図
書
館
の
め
ざ
す
も
の
竹
内
悲
編
訳

人
生
を
変
え
る
本
も
あ
っ
た川

成

洋

著

お
と
な
の
哲
学
こ
ど
も
の
哲
学

鷲
田
小
粥
太
著

哲
学
者
の
い
な
い
国
中
島
義
道
著

記
憶
は
嘘
を
つ
く

J
・コ

i
ト
ル
著

2
0
世

紀

年

表

毎

日

新

聞

社

松
代
大
本
営
改
訂
版
青
木
孝
寿
著

ワ
イ
ド
版
日
本
史
辞
典
角
川
書
庖

本

当

の

元

就

毛

利

就

奉

著

柳

田

国

男

川

田

稔

著

は
じ
め
て
の
海
外
ロ
ン
グ
ス
テ
イ

山

内

悠

著

天
声
人
語
朝
日
新
聞
論
説
委
員
室
著

ロ
シ
ア
は
魁
る

R
・
レ
イ
ヤ
ー
ド
著

次

は

こ

う

な

る

堺

屋

太

一
著

箪
隊
の
な
い
閏
コ
ス
タ
リ
カ

早
乙
女
勝
元
編

悪
魔
の
予
一言

日

下

公

人

著

教
科
書
が
教
え
か
ね
な
い
自
虐

小
林
よ
し
の
り
・
他
著

自

由

学

校

の

設

計

堀

真

一
郎
著

シ
ユ
ナ
イ
タ
ー
教
育G

-
チ
ャ
イ
ル
ズ
著

戦
場
の
未
来G

&
M
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
著

温

泉

百

話

中

村

昭

著

漢
方
の
常
識
非
常
識
松
宮
光
伸
著

筋
肉
疲
労
が
病
気
の
原
因
だ
っ
た
ロ

福
増

一
切
照
著

改
正
特
許
の
新
常
識
井
出
直
孝
著

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
語
事
典堤

大

介

著

楽

し

く

な

る

お

産

宗

田

哲

男

著

愉

快

な

百

姓

佐

藤

藤

三
郎
著

ち
ょ
っ
と
気
ま
ま
な
ハ

1
ブ
の
は
な
し
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榊
田
千
佳
子
文

日

本

伝

統

文

様

事

典

林

二
朗
著

サ
イ
ン
・
シ
ン
ボ
ル
事
典

三

省

堂

矢
代
秋
雄
音
楽
の
世
界

音
楽
之
友
社
編

茶

と

人

生

山

崎

武

也

著

星

の

降

る

里

増

村

征

夫

著

能

の

心

理

学

佐

藤

和

彦

・

他

著

日
本
語
の
歴
史
的
地
理
構
造加

藤
正
信
編

日
本
語
使
い
さ
ば
き
辞
典あ

す
と
ろ
出
版

夫
婦
の
歳
時
記
岸
本
尚
毅
・
他
著

ぶ

っ

ぽ

う

そ

う

の

夜

丸

山

健

二
著

白

仏

辻

仁

成

著

島

焼

け

高

田

宏

著

鮮

魚

師

永

井

義

男

著

小
説
総
会
屋

三
好

徹

著

長

安

物

語

伴

野

朗

著

あ

で

や

か

な

落

日

逢

坂

剛

著

玄

界

灘

白

石

一
郎
著

お
ん
な
三
十

六

景

南

原

幹

雄

著

鷲

西

村

寿

行

著

ク

ラ

ッ

カ

ー

建

倉

圭
介
著

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
密
使佐

々
木

青
木

譲
著

玉
著

な
ん
で
も
な
い
話

山
の
心
木
の
心
人
の
心か

つ
み
ゆ
き
お
著

大
草
原
に
還
る
日
王
興
東
・
他
著

そ
し
て
イ
ル
カ
は
跳
ぶ

C
・
D
-
ヴ
イ
ン
ク
著

カ
1
ル
・
セ

l
ガ
ン
科
学
と
悪
霊
を
語

る

カ

l
ル
・
セ

l
ガ
ン
著

パ
ナ
マ

E
・
ゼ
ン
シ

l
著

氷
の
淑
女
上
・
下

S
・
シ
ェ
ル
ダ
ン
著

チ
ベ
ッ
ト
魔
法
の
書

A
-
デ
ビ
ッ
ド
ニ

l
ル
著

図

書

館



12月号広報ああず '97

エ
イ
ズ
予
防
週
間
の
お
知
ら
せ

愛
媛
県
で
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
一

週
間
を
エ
イ
ズ
予
防
週
間
と
し
て
、
エ

イ
ズ
の
正
し
い
知
識
の
普
及

・
患
者
に

対
す
る
社
会
差
別
を
な
く
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

①
夜
間
血
液
検
査
(
予
約
が
必
要
)

【日
時
】
ロ
月
1
日
1
3
日

口
時
i
m時

【場
所
}
大
洲
保
健
所

②
夜
間
電
話
相
談

【日
時
】
ロ
月
1
日
j
3
日

げ
時
1
却
時

{
場
所
】
八
幡
浜
中
央
保
健
所

8
0
8
9
4
・
2
2
・
0
6
0
0

エ
イ
ズ

(A
I
D
S
)
と
は
、
エ
イ

ズ
ウ
イ
ル
ス

(H
I
V
)
の
感
染
に
よ
っ

て
起
こ
る
疾
患
で
す
。
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
す
る
と
お
よ
そ
六
j
八
週
間

後
に
血
液
中
に
抗
体
が
で
き
、
血
液
検

査
に
よ
っ
て
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か

判
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
積
極
的

に
保
健
所
な
ど
で
検
査
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
海
外
旅
行
を
し
て
、
帰
国
後
下
痢

や
恒
吐
又
は
発
熱
や
発
し
ん
等
の
症
状

が
あ
っ
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
保
健
所

又
は
医
療
機
関
で
、
海
外
旅
行
を
し
た

12月 7日(日)

こ
と
を
告
げ
、
診
察
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
、
っ
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
洲
保
健
所

8
@

3
1
6
5
ま
で
。

新
し
い
民
生
委
員
・児
童
委

員
に
北
林
さ
ん
と
小
西
さ
ん

前
民
生
委
員

・
児
童
委
員
の
安
養
寺

重
麿
氏
、
岩
本
額
治
氏
の
退
任
に
伴
い
、

後
任
の
委
員
二
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
各
担
当

地
域
に
お
い
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
努

め
、
市
民
生
活
の
様
々
な
相
談
に
応
じ

ま
す
。
今
回
委
嘱
さ
れ
た
委
員
は
、
次

の
方
々
で
す
。
(
敬
称
略
)

O
氏

名

北

林

俊

宣

住

所

大

洲
市
中
村
六
八
七
番
地

電

話

@
3
0
5
8

担

当

地

区

上
山
根
・
下
山
根
・
旭

・

大
正

O
氏

名

小

西

龍

次

住

所

大

洲
市
上
須
戒
甲
一
八

O

番
地
第
二

電

話

@
1
2
0
4

担
当
地
区
河
春
・
屋
敷
・折
尾
・大
宅

な
お
、
今
回
委
嘱
さ
れ
た
委
員
の
任

期
は
、
平
成
十
年
十
一
月
三
十
日
ま
で

で
す
。

12月13日出

12月14日(日)

12月20日住〉

12月21日(日)

人
権
問
題
に
関
す
る

総
合
十
二
時
間
電
話
相
談

松
山
地
方
法
務
局
及
び
愛
媛
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

十
二
月
十
日

(
午
前
九
時
j
午
後
九
時
)
人
権
問
題

に
関
す
る
総
合
十
二
時
間
電
話
相
談
を

行
い
ま
す
。
差
別
問
題
、
児
童
生
徒
の

「
い
じ
め
」

・
体
罰
問
題
、
家
庭
や
近

隣
関
係
な
ど
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談

で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。
な
お
、

相
談
は
無
料
で
、
法
務
局
職
員
・
人
権

擁
護
委
員
及
び
弁
護
士
が
担
当
し
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

8
0
1
2
0
・
0
2
5
・
5
5
0

軽
自
動
車
の
申
請
手
続
き
・

検
査
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
媛
県
事
務
所

で
は
、
最
近
増
加
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー

か
ら
の
申
請
手
続
き
・
検
査
の
照
会
に

対
応
す
る
た
め
、
こ
の
度
、
電
話
に
よ

る
自
動
応
答
シ
ス
テ
ム
(
ア
ン
サ

l
シ

ス
テ
ム
)
を
導
入
し
ま
し
た
。
ユ
ー
ザ
ー

車
検
の
申
し
込
み
も
同
シ
ス
テ
ム
で
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
(
た
だ
し

普
通
車
は
除
く
)

12月23日りd

12月26日樹

12月27日出

12月28日(日)

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
知

り
た
い
情
報
が
あ
る
と
き

8
0
8
9
・
9
6
0
・
1
3
5
9

に
電
話
い
た
だ
き
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
従
っ

て
希
望
す
る
番
号
を
、
ダ
イ
ヤ
ル
す
れ
ば
、

問
い
合
わ
せ
の
内
容
を
音
声
又
は

F
A

X
で
ご
案
内
す
る
も
の
で
す
。
但
時
間

年
中
無
休
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

女
二
十
一
世
紀

百
五
十
万
人
の
夢
募
集
f

県
で
は
、
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
の

本
県
の
新
た
な
進
路
と
総
合
的
な
発
展

ビ
ジ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

「新
し
い
愛
媛
県
長
期
計
画
」
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
中
に
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
・
ご
提
言
を
可
能
な
限
り
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

{募
集
期
限】

平
成
九
年
十
二
月
三
十

一
日

【提
案
方
法
】

-
様
式
は
自
由
で
す

0

・
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業

ま
た
は
学
年
を
書
き
添
え
て
郵
便
、

F
A
X
に
よ
り
お
送
り
く
だ
さ
い
。

12月29日(月)

12月30日りd

12月31日同

1月 1日(木)

-
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
募
集
も
行
っ

て
い
ま
す
。

(

C

M

N

「
・
2
2
H
U
一
¥
¥
当
者
宅
町
一
「
由一一

S
HB
∞・

]句

¥

)

{提
案
・
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
企
画
課
総
合
計
画
係

8
0
8
9
・
9
4
1
・
2
1
1
1

V
A
 

A
A
n
u
o
口
ハ
ヨ
・

Q
d
n
L
1
i

・
q
G
nu
n
U
η
L

Pr 

愛
媛
県
産
品
ま
つ
り

宇
和
島
会
場
の
ご
案
内

県
産
品
を
紹
介
し
、
そ
の
愛
用
を
促

進
し
て
、
地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
た

め、

「南
予
地
区
愛
媛
県
産
品
ま
つ
り
』

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
で
は
、
地
域

の
特
産
品
等
が
展
示
・
即
売
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【日
時
】

十
二
月
六
日
出
十
時

j

十
七
時

七

日

間

十

時

j

十
六
時

【会
場
】

宇
和
島
銀
天
街
(
袋
町
、
新
橋
通
り
、

恵
比
須
町
商
庖
街
)

【問
い
合
わ
せ
先
】

八
幡
浜
地
方
局
産
業
経
済
部
商
工
労

政
課
8
0
8
9
4
・
2
2
・
4
1
1
1

(
内
線
3
1
1
)

1月 2日樹

1月3日仕)

1月4日(日)

1月 5日(月)

11 



相
談
ご
と
案
内

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日

時

ロ

月
8
日

即

日

時
j
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

日
時
ロ
月
担
日
回
目
時
j
日
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

{
人
権
相
談
】

(
法
務
省
)

日
時
ロ
月
日
日

開

叩

時
j
日
時

場
所
平
野
公
民
館

日

時

ロ

月
四
日
幽

叩
時
j
日
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
}

o
一
般
相
談
毎
週
月

・
水
・
金
曜
日

第

一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談
第
二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

公
@
5
6
2
9
(
直
通
)

開
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す

時
間

叩
時
j

u
時
、
日
時
j
M
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
相
談

室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
室
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

広報おおず '97

{
行
政
相
談
}

(
総
務
庁
)

日
時
四
月
辺
日
開

9
時
j
U
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
包
@
5
6
6
0
(
政
所
)

ま
た
は

g
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

{
社
会
保
険
相
談
】

日
時

ロ
月
5
日
樹
、
担
日
附

日
時

i
m時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担

当

松

山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館

8
@

6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
包
@
0
9
4
7

{
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

ロ
月
日
日
開

9
時
i
m
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

(
有
)
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

O
|
九
8
@
4
4
5
2

{
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

包

@
m川

伽
い
払

M
Vロ

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す。

日

時

毎

日
8
特
別
分
l
U
時

会
@
町
心

HY4

国
立
大
洲
青
年
の
家

担
当

保健センターだより

合 24-3775

0乳幼児健康診査。

12月2日ω 平成 9年 7月生※

12月16日伏) 平成 8年 5月生

12月25日ω 平成 6年11月生

※は肱南 ・久米 ・肱北 ・喜多 ・平

地区のみ

受付時間

実施場所

持 参 品

。10力月児育児相談。

12月 1日(月) 平成 9年 1月生※

平成 9年 2月生※

受付時間

実施場所

持 参 品

13 : 00 ~ 1 3 : 30 

大洲市保健センター

母子手帳 ・アンケート・

パスタオル(※のみ)

9:30~ 10 : 0。

大洲市保健センタ ー

母子手帳 ・アンケート・

12 

|休|日|急|患|診療|
12月7日 泉内科医院(東大洲)

(日) 含24 -6 4 0 7 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

12月14日 石川内科医院(若宮)

(日) ft24-3306 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

12月21日 小川整形医院(三の丸)

(日) ft23-5596 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

中塚内科医院(西大洲)

ft24-0606 

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

12月28日 城戸眼科医院(東大洲)

(日) 含24-1010

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

[平日夜間の急患]

月 ・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東大才丹1)

含 24-4551

【
定
期
税
務
相
談
】

日

時

四

月
四
日制四

日
時
1

日
時

場

所

大

洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当

高

松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
ロ
月
4
日
(
木
)

市
立
大
洲
病
院
叩
時
i
u
時

伊

予

銀

行

日

時

加

分

1
日
時

ミ
ユ
ウ
プ

ロ
ダ
ク
ツ日

時
加
分
jM

時
加
分

ノてスタオル

※は肱南 ・久米 ・肱北 ・喜多 ・平

地区のみ

。健康相談 ・栄養相談。

12月22日(月)

10 : 00~ 1 2: 00 、 13: 00~ 15:00

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳

12月23日

ω 

保

健

所

歯

科

相

談

V
こ
ど
も
の
歯
科
相
談

日

時

ロ

月

出

日

同

日
時
i
M
時
叩
分

対

象

乳

幼

児

持
参
品
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ

ル
、
ェ。フ
ロ
ン

料

金

百

円

j
五
百
円

V
歯
の
な
ん
で
も
相
談

あ
な
た
の
歯
に
つ
い
て
心
配
な
こ
と

な
ん
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日

時

ロ

月

担

日

制

日
時
1
日
時
受
付

対

象

一
般

料

金

無

料

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

大
洲
保
健
所

合
@
3
1
6
5

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は

8
@
4
1
1
1
ま
で
。

《珠
算
》

試

験

日

受
付
期
間

《簿
記
》

試

験

日

受
付
期
間

12 2 
月月

;占
(月)/';:: 
1'(日)

月
8 
日
休)

12 2 
月月
17 Q 

且面
Vj'" (日)

月
13 
日
ω 

日

木~日曜日

曜水

お
お
す
赤
煉
瓦
舘
ご
案
内

V
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
創
作
教
室

プ
ラ
ン
ツ
カ
パ

1
作
品
展

日
月
初
日
同
1
日
月
初
日
出

V
大
洲
学
園
創
作
展

ロ
月
2
日
例
j
U
月
7
日
同

V
現
代
絵
画
展
(
大
洲
病
院
蔵
)

ロ
月
9
日
ω
j
U
月
日
比
日
同

V
風
工
房
作
品
展

ロ
月
日
日川
w
i
u
月
幻
日
間

V
村
上
保
切
絵
展

ロ
月
お
白
川
w
i
u
月
幻
自
国

※
都
合
に
よ
り
内
容
が

一
部
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
前
も
っ
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
休
館
日

毎
週
月
曜
日

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

B
@
1
2
8
1

編
集
後
記

先
日
、
少
し
早
起
き
を
し

て
高
山
に
登
り
ま
し
た
。
す
っ
ぽ
り
と

深
い
霧
に
包
ま
れ
た
ま
ち
。
か
す
か
に

聞
こ
え
る
鳥
の
さ
え
ず
り
。
ゆ
っ
く
り

昇
る
朝
日
が
映
し
出
す
光
景
は
、
と

て

も
幻
想
的
で
し
た
。
朝
霧
を
う
っ
と
お

し
い
と
思
っ
て
い
る
人
、

一
度
早
起
き

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
見
方
が
変
わ
る
か

も
。
た
だ
し
、
明
日
の
天
気
を
確
認
し

て
早
起
き
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
(
う
)
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